
固定資産台帳の公表について

　本市では，公会計導入に伴い，資産の状況を明確化するとともに，公共施設の老朽化対策等に係る資産管理等
といった活用につなげるため,固定資産台帳を整備しました。
　また,市民の皆様との情報共有を図るとともに，民間事業者の方の提案や活用の促進を図るため,固定資産台帳
のデータを公表します。

令和元年度末時点の固定資産の状況（勘定科目別明細）

土地 862 6,995,600 6,995,600

立木竹 112 288,404 288,404

建物 779 17,591,237 12,549,120 5,042,117 71.34

工作物 284 2,206,971 1,303,944 903,027 59.08

その他

土地 8,566 4,477,305 4,477,305

建物 46 224,333 115,641 108,692 51.55

工作物 4,197 18,067,509 9,443,471 8,624,038 52.27

その他

ソフトウェア 2 14,872 8,923 5,949 60.00

その他

311 1,494,406 1,120,306 374,100 74.97

15,159 51,360,637 24,541,405 26,819,232

注記

・　特別会計，公営企業会計，各種基金の資産を含みません。

・　令和元年度末時点で未完成の資産（建設仮勘定）は含みません。

・　資産計上の主な基準は次のとおりです。

　　勘定科目「土地」には，取引費用に係る測量費用・造成費・補償費も対象となります。
　　勘定科目「建物」には，建物付属設備が含みます。ただし，公会計導入前に取得した設備は，建物自体に含む
　場合があります。
　　物品は５０万円以上（美術品は３００万円以上）のものが対象です。
　　リース資産は，契約期間が１年を超え，かつ，契約金額が５０万円以上のファイナンスリースが対象です。

・　個々の資産の明細については，別ファイル「令和元年度固定資産台帳一覧表」のとおりです。
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